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叙
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瓦
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成
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労
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光
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仕
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◆
優
良
体
育
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
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山
田
　
呼
夏
（
城
端
）

　
　
城
端
中
学
校
1
年

　
　	

J
O
C
全
国
ジ
ュニ
ア
ス
キ
ー
競
技
会

　
　
　
ス
ー
パ
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回
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優
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平
成
29
年
度 

富
山
県
統
計
功
労
者
表
彰

　

◆
富
山
県
知
事
表
彰

　地
方
自
治（
部
門
功
労
）・
統
計
調
査
員

　
　
齋
藤
　
光
子
（
福
野
）

◆
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　毎
月
勤
労
統
計
調
査
・
事
業
所

　
　
三
協
立
山
株
式
会
社

　
　
　
三
協
ア
ル
ミ
社 

福
光
工
場

◆
富
山
県
統
計
協
会
長
表
彰

　統
計
調
査
員

　
　
梅
本
　
富
治
（
福
光
）

　
　
横
川
　
悦
子
（
井
波
）

平
成
29
年
度 

富
山
県
知
事
表
彰（
厚
生
部
門
功
労
）

◆
優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
山
本
　
興
志
邦
（
福
光
）

晴
れ
の
受
章
・

�

表
彰
者
の
み
な
さ
ん（
敬
称
略
）

　
11
月
1
日
（
水
）、
福
野
庁
舎
講
堂
で
平
成
29
年
度
南
砺
市
功
労
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
市
勢
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
9
個
人
2
団
体
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
、
9
月
に
逝
去
さ
れ
た
元
参
議
院
議
員
の
河
合
常
則
氏
に
特
別
功
績
者

顕
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
田
中
市
長
が
「
南
砺
市
は
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
技
術
、
伝

統
と
い
っ
た
世
界
に
誇
る
べ
き
地
域
資
源
が
豊
富
で
あ
り
、
お
か
げ
さ
ま
・
お

互
い
さ
ま
の
心
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
本
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
知
識
や
経
験
、技
術
を
惜
し
み
な
く
発
揮
さ
れ
、

真
摯
に
地
域
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
る
市
民
一
人
ひ
と
り
が
南
砺
市
に

と
っ
て
の
何
よ
り
の
宝
で
あ
り
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
大
き
な
力
だ
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
南
砺
市
の
宝
と
し
て
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
な
が

ら
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続
き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
式
辞
。
さ
ら
に
才
川
市
議
会
議
長
、
武
田

慎
一
県
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　46年余にわたり地方議会議員お
よび国会議員として卓抜した識見
と指導力で地域の振興と住民生活
の向上に貢献。また、数多くの団体
長を歴任され熱烈な郷土愛と使命
感で地域活性化に貢献されました。

河合　常則
（城端・9月逝去）

特
別
功
績
者
顕
彰

※
敬
称
略
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文化・芸術・芸能

城端曳山祭保存会（城端）

ユネスコ無形文化遺産「城端神明宮祭の曳山行事」を
保存伝承し地域文化振興に貢献

景観づくり

上新町景観づくり住民協定委員会（井波）

景観整備・保全に尽力され地域の歴史的なまち
なみ形成に貢献

一
般
表
彰
（
個
人
）

※
敬
称
略

保健衛生

齋藤 昭雄（福野）

保護司
河合 英子（福野）

食生活改善推進員

地方自治

加藤 謙藏（福光）

選挙管理委員会委員
齊藤 光一（福光）

地方議会議員
池田 庄平（平）

地方議会議員
川邊 邦明（福光）

地方議会議員
浅田 裕二（井波）

地方議会議員

学校教育

窪　 秀之（福野）

学校医（内科）

文化・芸術・芸能

往蔵 久雄（福野）

文化財保護審議会委員
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財
政
指
標
か
ら
見
る
南
砺
市

「
財
政
指
標
」と
は
、自
治
体
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る
た
め
の
指
標
で
す
。

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く
主
な
財
政
指
標
か
ら
、南
砺
市
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

NANTOくん
による分析

要注意

まずまず

いい感じ

①
財
政
力
指
数

②
経
常
収
支
比
率

③
実
質
赤
字
比
率

④
連
結
実
質
赤
字
比
率

自
分
で
調
達
で
き
る

財
源
に
余
裕
は
あ
る
？

建
設
事
業
な
ど
に

取
り
組
む
余
裕
は
あ
る
？

赤
字
の
大
き
さ
は

ど
れ
く
ら
い
？

南
砺
市
全
体
の
赤
字
の

大
き
さ
は
ど
れ
く
ら
い
？

H27　　0.363
H26　　0.386

H27　　79.8％
H26　　81.4％

H27　赤字なし
H26　赤字なし

H27　赤字なし
H26　赤字なし

0.363

83.0％

赤字なし

赤字なし

要注意

要注意

いい感じ

いい感じ

Ｈ28年度富山県市町村
単純平均→0.558

75％程度→適正、
80％以上→要注意

12.33～20％未満→黄信号、
20％以上→赤信号

17.33～30％未満→黄信号、
30％以上→赤信号

何
を
表
す
？

　
標
準
的
な
行
政
を
行
う
の
に
必
要
な
経

費
を
、ど
れ
だ
け
市
税
等
の
収
入
で
ま
か
な

え
る
か
を
表
し
ま
す
。

ど
う
見
る
？

　
数
値
が
１
に
近
い
ほ
ど
、自
分
で
調
達
で
き

る
財
源
の
割
合
が
高
い
こ
と
を
示
し
ま
す
。

※�

数
値
が
1
を
下
回
る
団
体
は
、普
通
交

付
税
が
交
付
さ
れ
る「
交
付
団
体
」と
な

り
ま
す
。

南
砺
市
は
？

　
税
収
の
減
少
等
に
よ
り
、依
存
財
源（
国

や
県
の
配
分
に
よ
る
財
源
）に
頼
る
度
合
い

が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

何
を
表
す
？

　
毎
年
決
ま
っ
て
入
っ
て
く
る
収
入（
市
税・

地
方
交
付
税
な
ど
）が
、毎
年
決
ま
っ
て
出
て

行
く
支
出（
人
件
費・借
金
返
済
な
ど
）に
ど

れ
だ
け
充
て
ら
れ
て
い
る
か
を
表
し
ま
す
。

ど
う
見
る
？

　
数
値
が
高
い
ほ
ど
、決
ま
っ
た
支
出
に
充
て
る
割

合
が
高
く
、一
時
的
に
財
源
を
必
要
と
す
る
建
設

事
業
な
ど
に
取
り
組
む
余
裕
が
な
く
な
り
ま
す
。

南
砺
市
は
？

　
平
成
27
年
度
と
比
較
し
て
除
雪
経
費
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
り
上
昇
し
ま
し
た
。職
員
数
の
適

正
化
や
公
共
施
設
の
再
編
な
ど
効
率
的
な
行
政

運
営
に
努
め
、一
層
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
ま
す
。

何
を
表
す
？

　
普
通
会
計（
南
砺
市
の
場
合
、「
一
般
会

計
＋
バ
ス
事
業
特
別
会
計
」）の
赤
字
が
、

標
準
的
な
収
入
に
比
べ
て
ど
の
く
ら
い
大

き
い
か
を
表
し
ま
す
。

ど
う
見
る
？

　
数
値
が
高
い
ほ
ど
資
金
不
足
が
深
刻
で

あ
り
、収
入
確
保
や
支
出
削
減
が
必
要
と
な

り
ま
す
。（
赤
字
の
場
合
、正
の
値
に
な
る
。）

南
砺
市
は
？

　
黒
字
決
算
の
た
め
、実
質
赤
字
比
率
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、実
質
黒
字
比
率
は
7.
3
1
％

（
Ｈ
27
：
9.
1
7
％
）で
す
。

何
を
表
す
？

　
水
道
や
病
院
な
ど
の
公
営
事
業
を
含
む

全
会
計
の
赤
字
が
、標
準
的
な
収
入
に
比
べ

て
ど
の
く
ら
い
大
き
い
か
を
表
し
ま
す
。

ど
う
見
る
？

　
数
値
が
高
い
ほ
ど
資
金
不
足
が
深
刻
で

あ
り
、収
入
確
保
や
支
出
削
減
が
必
要
と
な

り
ま
す
。（
赤
字
の
場
合
、正
の
値
に
な
る
。）

南
砺
市
は
？

　
黒
字
決
算
の
た
め
、連
結
実
質
赤
字
比

率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
連
結
実
質
黒
字
比
率
は

27.
7
6
％（
Ｈ
27
：
28.
0
4
％
）で
す
。
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⑤
実
質
公
債
費
比
率

⑥
将
来
負
担
比
率

⑦
資
金
不
足
比
率

借
金
返
済
に

追
わ
れ
て
な
い
？

将
来
の
財
政
は

圧
迫
さ
れ
な
い
？

公
営
企
業
は
健
全
？

H27� 6.1％
H26� 7.2％

H27　将来負担なし
H26　将来負担なし

H27　不足なし
H26　不足なし

4.7%

将来負担なし

対象公営企業
会計不足なし

いい感じ

いい感じ

いい感じ

25～35％→黄信号、
35％以上→赤信号

350％以上→黄信号

20％以上→黄信号問
い
合
わ
せ

　財
政
課 

財
政
係
　☎
�
2
0
3
0

※�

実
質
赤
字
比
率
、連
結
実
質
赤
字

比
率
、実
質
公
債
費
比
率
、将
来
負

担
比
率
は「
健
全
化
判
断
比
率
」と

い
い
、資
金
不
足
比
率
と
と
も
に
自

治
体
財
政
の
健
全
性
を
示
し
て
い

ま
す
。

【
健
全
化
判
断
比
率
】

　�

　
黄
信
号
の
値
に
な
る
と
、早
期
健

全
化
基
準
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
示

し
ま
す
。１
つ
で
も
早
期
健
全
化
基

準
を
超
え
る
と
財
政
状
況
が
悪
化

し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
、自
主
的
な

改
善
努
力
に
よ
る
財
政
健
全
化
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　�

　
赤
信
号
の
値
に
な
る
と
、財
政
再

生
基
準
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。１
つ
で
も
財
政
再
生
基
準
を

超
え
る
と
財
政
状
況
が
著
し
く
悪

化
し
て
お
り
、自
主
的
な
財
政
健
全

化
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、国

等
の
関
与
に
よ
り
確
実
な
財
政
再

生
が
図
ら
れ
ま
す
。

【
資
金
不
足
比
率
】

　�

　
黄
信
号
の
値
に
な
る
と
、経
営
健

全
化
基
準
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
示

し
ま
す
。こ
の
基
準
は
健
全
化
判
断

比
率
に
お
け
る
早
期
健
全
化
基
準

に
相
当
し
ま
す
。

何
を
表
す
？

　
標
準
的
な
収
入
が
、ど
れ
だ
け
借
金
返

済
に
充
て
ら
れ
て
い
る
か
を
表
し
ま
す
。

ど
う
見
る
？

　
数
値
が
高
い
ほ
ど
、借
金
返
済
以
外
の
施
策

に
使
え
る
お
金
が
少
な
く
、他
の
経
費
を
節
約

し
な
い
と
赤
字
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

※�

18
％
を
超
え
る
団
体
は
、借
金（
地
方
債
の

発
行
）に
国（
県
）の
許
可
が
必
要
と
な
り
、

25
％
を
超
え
る
団
体
は
借
金
が
制
限
さ
れ

ま
す
。

南
砺
市
は
？

　
以
前
か
ら
返
済
期
限
前
の
借
金
返
済

を
行
っ
て
い
る
た
め
、返
済
す
べ
き
借
金
が

減
少
し
、毎
年
数
値
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、現
在
、公
共
施
設
の
大
規
模
改

修
等
を
進
め
て
お
り
、今
後
も
注
視
が
必

要
で
す
。

何
を
表
す
？

　
将
来
、必
ず
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
借

金・職
員
の
退
職
金
な
ど
の
負
債
が
、１
年

間
の
標
準
的
な
収
入
の
何
倍
あ
る
か
を

表
し
ま
す
。

ど
う
見
る
？

　
数
値
が
高
い
ほ
ど
、将
来
財
政
が
圧
迫

さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

南
砺
市
は
？

　
借
金
残
高
が
少
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、そ
の
返
済
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
貯
金
や
、返
済
を
国
が
補
う（
普
通
交

付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
）額
が
多
い
た

め
、将
来
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、以
前
か
ら
行
っ
て
い
る
返
済
期

限
前
の
借
金
返
済
も
数
値
低
下
の
要
因

で
す
。

何
を
表
す
？

　
病
院
や
水
道
、下
水
道
な
ど
の
公
営

企
業
会
計
の
資
金
不
足
額
が
、営
業
収
益

（
事
業
規
模
）に
比
べ
て
ど
の
く
ら
い
大

き
い
か
を
表
し
ま
す
。

ど
う
見
る
？

　
数
値
が
高
い
ほ
ど
資
金
不
足
の
深
刻

度
が
高
く
、経
営
状
況
の
悪
化
を
意
味
し

ま
す
。（
資
金
不
足
の
場
合
、正
の
値
に
な

る
。）

南
砺
市
は
？

　
ど
の
公
営
企
業
会
計
も
資
金
不
足
で

は
な
か
っ
た
た
め
、資
金
不
足
比
率
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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○
市
民
と
の
意
見
交
換
会
で
の
主
な
意
見
と

　市
の
考
え
方

【
主
な
意
見
】

コ
ス
ト
面

・�

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
、
財
政
的
に
も
厳
し
く

な
る
の
で
、
庁
舎
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
最
小
限
に

す
べ
き
。

・��

30
年
後
に
改
築
な
ど
の
財
源
は
あ
る
の
か
。
追
加
投

資
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
心
配
。

◆ 

コ
ス
ト
面
で
の
市
の
考
え
方

　
庁
舎
の
維
持
管
理
経
費
は
、統
合
し
て
1
庁
舎

に
す
る
と
大
幅
な
削
減
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、既
存
庁
舎
を
活
用

し
て
統
合
す
る
こ
と
で
初
期
投
資
を
抑
え
て
子
育

て
や
教
育
、福
祉
等
の
施
策
に
投
資
し
て
い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
面

・��

庁
舎
を
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に
し
て
、
何
で
も
庁
舎

周
辺
に
集
め
る
の
は
良
く
な
い
。

・�

南
砺
市
で
は
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
イ
ド
を
も

っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
庁
舎
と
い
う
建
物
が
ま
ち

づ
く
り
の
中
心
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
長

所
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

◆ 

ま
ち
づ
く
り
面
で
の
市
の
考
え
方

　
庁
舎
が
な
く
な
る
地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
と
し

て
、現
庁
舎
の
活
用
や
更
地
に
し
た
場
合
の
跡
地

の
活
用
を
含
め
た
、新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
議
論

を
進
め
た
い
。新
た
な
場
所
に
庁
舎
を
建
設
し
、ま

ち
づ
く
り
の
中
心
と
す
る
こ
と
は
、将
来
の
財
政

見
通
し
の
面
か
ら
も
困
難
で
あ
る
。

庁
舎
統
合
の
あ
り
方
を
考
え
る

地
域
審
議
会
及
び
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

　シ
リ
ー
ズ
「
庁
舎
機
能
再
編
」
⑥

○�

地
域
審
議
会
で
の
主
な
意
見
と
、

　市
長
の
考
え
に
対
す
る
方
向
性

地
域

主
な
意
見

方
向
性

城
端

・�

福
野
と
福
光
を
一
方
に
ま
と
め
る
の
は
困
難
。

・�

職
員
が
1
箇
所
に
集
ま
って
い
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
。

・
行
政
機
能
は
ス
リ
ム
化
を
図
る
べ
き
。

福
光
１
庁
舎
へ
の

統
合
案
に
賛
否
両
論

市
議
会
の
判
断
に
委

ね
る

平

・�
今
後
10
年
が
大
事
。無
駄
は
排
除
す
べ
き
。

・�
ま
ち
づ
く
り
の
場
所
は
庁
舎
周
辺
に
限
ら
な
い
。

福
光
１
庁
舎
へ
の

統
合
案
に
理
解

上
平

・
統
合
は
合
理
的
。行
政
セ
ン
タ
ー
は
必
要
。

・
不
用
と
な
っ
た
跡
地
を
ど
う
活
か
す
か
が
重
要
。

福
光
１
庁
舎
へ
の

統
合
案
に
理
解

利
賀

・�

地
域
の
垣
根
を
取
り
払
い
、交
流
を
盛
ん
に
し
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
。

・
公
共
交
通
で
庁
舎
に
行
け
る
手
段
の
確
保
を
。

福
光
１
庁
舎
へ
の

統
合
案
に
理
解

井
波

・�

２
庁
舎
併
用
の
方
が
初
期
投
資
を
抑
え
ら
れ
る
。

・
地
域
間
の
一
体
化
が
不
十
分
。一
本
化
は
ま
だ
早
い
。

・
旧
東
西
砺
波
郡
の
区
分
に
配
慮
が
必
要
。

福
光
１
庁
舎
へ
の

統
合
案
に
反
対

当
面
、福
野
・
福
光

２
庁
舎
併
用
を
主
張

井
口

・
行
政
の
効
率
化
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
が
重
要
。

・
庁
舎
の
位
置
は
重
要
で
は
な
い
。

福
光
１
庁
舎
へ
の

統
合
案
に
理
解

福
野

・
庁
舎
は
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
で
あ
る
。

・
災
害
リ
ス
ク
の
少
な
い
場
所
に
設
置
す
べ
き
。

・
旧
8
町
村
の
連
携
を
保
つ
た
め
に
2
庁
舎
併
用
が
適
切
。

福
光
１
庁
舎
へ
の

統
合
案
に
反
対

当
面
、福
野
・
福
光

２
庁
舎
併
用
を
主
張

福
光

・
分
庁
舎
に
よ
る
移
動
時
間
の
無
駄
な
ど
は
大
変
な
損
失
。

・
行
政
セ
ン
タ
ー
機
能
を
充
実
し
利
便
性
向
上
。

・
将
来
世
代
へ
の
負
担
を
考
え
て
、コス
ト
面
を
重
視
。

福
光
１
庁
舎
へ
の

統
合
案
に
理
解

※
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
録
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
上
の
検
索
窓
に 

庁
舎
再
編

 

と
入
力
し 

検
索

・�

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て

総
合
的
に
考
え
る
と
、
現
段
階

で
は
、
福
光
庁
舎
を
活
用
し
た

統
合
が
ベ
ス
ト

・�

平
成
32
年
4
月
を
目
標
に
統
合

し
た
い

　
10
月
6
日（
金
）の
市
議
会
全
員
協

議
会
に
お
い
て
田
中
市
長
が
示
し
た

こ
の
考
え
に
対
し
て
、市
民
の
皆
さ

ま
と
意
見
を
交
わ
す
た
め
、10
月
17

日（
火
）か
ら
11
月
6
日（
月
）ま
で
に

8
地
域
で
地
域
審
議
会
を
開
催
。ま

た
、11
月
7
日（
火
）に
は
庁
舎
再
編

に
係
る
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
約

1
6
0
名
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
加

に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

6
2017.12



防
災
面

・�

災
害
が
発
生
す
る
こ
と
は
あ
る
に
し
て
も
、
い
つ
も
最

悪
の
状
況
ば
か
り
想
定
し
て
い
て
は
き
り
が
な
い
。
行

政
は
し
っ
か
り
施
策
を
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
現
実
的

な
対
処
法
な
ど
を
考
え
る
べ
き
。

・�
南
砺
市
に
走
っ
て
い
る
断
層
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る

水
害
の
発
生
の
危
険
性
を
考
慮
す
る
こ
と
は
大
切
。

地
理
的
な
問
題
が
少
な
い
場
所
に
す
べ
き
。

◆ 

防
災
面
で
の
市
の
考
え
方

　
現
在
の
4
庁
舎
は
全
て
耐
震
対
応
済
。指
揮
命

令
の
拠
点
も
重
要
で
あ
る
が
、情
報
の
伝
達
や
避
難

所
の
確
保
、自
主
防
災
体
制
の
整
備
な
ど
、災
害
に

対
す
る
仕
組
み
が
重
要
。有
事
の
際
に
災
害
対
応

も
含
め
て
業
務
を
ど
う
継
続
し
て
維
持
し
て
い
く
か

を
示
す「
業
務
継
続
計
画
」を
策
定
中
で
あ
り
、庁

舎
が
被
災
し
た
場
合
を
想
定
し
、訓
練
も
含
め
て
確

実
に
実
行
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
く
。

そ
の
他

・�

行
政
セ
ン
タ
ー
が
残
れ
ば
庁
舎
は
ど
こ
に
あ
っ
て
も

よ
い
。
庁
舎
の
担
当
課
に
行
く
こ
と
は
殆
ど
な
い
。

・�

幅
広
い
年
代
の
市
民
に
情
報
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る

の
に
周
知
徹
底
が
不
足
し
て
い
る
。
時
間
を
か
け
て

検
討
し
、
将
来
に
負
担
や
禍
根
が
残
ら
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

・�

現
段
階
で
庁
舎
の
統
合
を
決
め
る
の
は
時
期
尚
早
。

人
口
推
計
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
慎
重
に
考
え

る
べ
き
。
当
面
は
、
福
野
庁
舎
と
福
光
庁
舎
の
2
庁

舎
体
制
が
望
ま
し
い
。

・�

議
論
は
出
尽
く
し
た
感
が
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
検
討
が

必
要
と
の
意
見
に
は
同
意
で
き
な
い
。

・�

合
併
し
て
か
ら
13
年
が
経
過
し
た
の
で
当
然
1
庁
舎

に
す
べ
き
。
新
し
い
庁
舎
が
建
っ
て
も
市
民
は
喜
ば

な
い
。
財
政
的
に
厳
し
い
の
で
あ
れ
ば
我
慢
し
、
福

祉
な
ど
ほ
か
の
面
に
お
金
を
使
え
ば
よ
い
。

◆ 

2
庁
舎
体
制
案
に
対
す
る
市
の
考
え
方

　
統
合
の
目
的
で
あ
る「
市
民
の
利
便
性
の
向
上・

緊
急
時
の
対
応・事
務
の
効
率
化・行
財
政
改
革
の

推
進
」を
実
現
す
る
た
め
、一
度
に
1
庁
舎
に
統
合

し
た
い
。統
合
庁
舎
の
位
置
を
し
っ
か
り
と
定
め
、こ

の
庁
舎
再
編
議
論
を
契
機
と
し
て
、現
分
庁
舎
の

活
用
や
跡
地
を
含
め
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
議

論
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
。

◆ 

統
合
時
期
に
対
す
る
市
の
考
え
方

　
地
方
交
付
税
の
一
本
算
定
や
合
併
特
例
債
の

終
了
、人
口
減
少
に
よ
る
税
収
の
減
少
や
高
齢
化

に
伴
う
扶
助
費
の
増
大
な
ど
、財
政
状
況
が
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
た
め
、丁
寧
な
説
明
を
行
っ
た
上

で
、ス
ピ
ー
ド
感
を
も
って
取
り
組
み
た
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
各
地
域
で
開
催
さ
れ
た
地
域
審
議
会

や
市
民
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
全
員
協
議
会
で

は
、
地
域
審
議
会
や
市
民
と
の
意
見
交
換
会
で
寄
せ
ら

れ
た
意
見
な
ど
を
報
告
し
、
市
議
会
と
協
議
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
は
、
公
共
施
設
再
編
や
行
政
セ
ン
タ
ー
機

能
の
あ
り
方
な
ど
を
含
め
た
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
庁
舎
が
な
く

な
る
地
域
の
不
安
を
な
く
し
、
統
合
へ
の
理
解
を
求
め

て
い
く
予
定
で
す
。

※�

こ
れ
ま
で
の
議
論
の
内
容
や
提
示
さ
れ
た

資
料
な
ど
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で  

庁
舎
再
編

 

と
検
索
し
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　行
革
・
施
設
管
理
課

　☎

2
0
5
1
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観
光
商
品
等
開
発
支
援
事
業

　
観
光
商
品
な
ど
で
南
砺
の
魅
力
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、地
域
の
活
性
化
や
地
場
産

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、新
た
な
観
光
商

品
開
発
や
商
品
化
に
取
り
組
む
個
人
や
団

体
の
皆
さ
ま
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
み
、観
光
商

品
を
開
発
・
商
品
化
し
、地
域
活
性
化
の
一

翼
を
担
わ
れ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
ア
ニ
メ
に
登
場
す
る
お
菓
子
を
再
現
！
〉

　
観
光
商
品
等
開
発
支
援
事
業
補
助
金
を

活
用
し
、市
内
に
本
社
を
置
くP

.A
.W
O
RK
S

の
ア
ニ
メ「
サ
ク
ラ
ク
エ
ス
ト
」に
出
て
く
る

「
チ
ュ
パ
カ
ブ
ラ
ま
ん
じ
ゅ
う
」を
製
作
さ
れ

た
御
菓
子
處
井
波
屋（
城
端
）さ
ん
に
話
を

聴
き
ま
し
た
。

【
商
品
化
の
き
っ
か
け
】

　
南
砺
市
を
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
に
し
た
サ

ク
ラ
ク
エ
ス
ト
に
登
場
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
土
産「
チ
ュ
パ
カ
ブ
ラ
ま
ん
じ
ゅ
う
」を
完

璧
に
再
現
す
る
と
面
白
い
の
で
は
？
と
思
い

商
品
化
を
決
め
ま
し
た
。若
者
向
け
の
味
に

す
る
た
め
チ
ョコ
あ
ん
を
入
れ
て
い
ま
す
。

【
商
品
化
後
の
反
応
】

　
東
京
で
の
ア
ニ
メ
イ
ベ
ン
ト
で
限
定
5
0
0

個
を
販
売
し
た
と
こ
ろ
好
評
の
う
ち
に
完

売
。ネ
ッ
ト
上
で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、市
内
数
カ
所
で
販
売
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
、サ
ク
ラ
ク
エ
ス
ト
の“
聖
地
巡

礼
”で
市
内
を
訪
れ
た
方
々
が
こ
の
饅
頭
を

買
っ
て
く
だ
さ
り
、と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。ま
た
S
N
S
上
で「
ま
ん
じ
ゅ
う
だ

け
で
な
く
プ
リ
ン
も
お
い
し
い
」と
話
題
に
な

り
、プ
リ
ン
も
一
緒
に
購
入
さ
れ
る
方
も
お

ら
れ
る
の
で
相

乗
効
果
を
感
じ

て
い
ま
す
。

観
光
資
源
発
掘
事
業

　
南
砺
の
歴
史
・
伝
統
文
化
、自
然
体
験
を

交
え
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
や
る
気
の
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　「
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ａ
天
空
ト
レ
イ
ル
大
会
」、「
世

界
遺
産
五
箇
山
・
道
宗
道
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
大

会
」、太
美
山
自
治
振
興
会
の「
五
箇
山
塩

硝
鉄
砲
隊
」に
よ
る
演
武
披
露
な
ど
は
、市

民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
創
り
上
げ
ら
れ
た
素

晴
ら
し
い“
南
砺
ブ
ラ
ン
ド
”で
す
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
は
、開

始
当
初
3
年
間
は
市
の
補
助
金
を
活
用
さ

れ
、そ
の
後
は
収
益
性
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
を

自
主
自
立
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
五
箇
山
塩
硝
鉄
砲
隊
」の
皆
さ
ん
は
、

市
内
は
も
ち
ろ
ん
、お
と
な
り
金
沢
市
で
も

大
活
躍
。塩
硝
の
生
産
、運
搬
、火
薬
製
造

そ
し
て
射
撃
ま
で
の
過
程
を
現
代
に
お
い
て

再
現
し
、「
体
験
」「
学
習
」「
交
流
」の
３
つ

の
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　「
観
光
商
品
等
開
発
支
援
事
業
」お
よ
び

「
観
光
資
源
発
掘
事
業
」に
つ
い
て
興
味
の

あ
る
方
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　交
流
観
光
ま
ち
づ
く
り
課 

☎

2
0
1
9

魅
力
あ
る
商
品
の
開
発
や
、

観
光
資
源
の
発
掘
で
南
砺
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
！！

輝
け
！ 

南
砺
ブ
ラ
ン
ド 

第
5
回
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専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
行

政
機
関
の
間
で
個
人
情
報
を
や
り
取
り
す

る
情
報
連
携
が
始
ま
り
ま
す
。平
成
29
年

11
月
13
日
以
降
、各
種
手
続
の
際
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
記
入
す
る
こ
と
で
、行
政
機
関
へ

の
提
出
必
要
書
類
を
省
略
で
き
ま
す
。

（
事
務
に
よ
っ
て
は
引
き
続
き
提
出
を
お
願

い
す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。）

　
申
請
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
必
要

に
な
り
ま
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
本
人

確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
お
よ

び
身
元
確
認
書
類
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

具
体
的
な
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、各
行
政
機
関
窓
口
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

　
0
1
2
0
－
9
5
－
0
1
7
8

　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
8
時

　（
土
日
祝
日
は
午
後
5
時
30
分
ま
で
）

　�

※
年
末
年
始
除
く

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　�h
ttp

：/
/
w
w
w
.c
a
o
.g
o
.jp
/

bangouseido/

問
い
合
わ
せ

　地
方
創
生
推
進
課 

情
報
政
策
係

　☎

2
0
0
2

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
の
設
定
を
さ
れ
た
方
は
、全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
、ロ
ー
ソ
ン
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、サ
ー
ク
ル

Ｋ
）で
住
民
票
、印
鑑
登
録
証
明
書
、戸
籍

個
人
・
全
部
事
項
証
明
書
、戸
籍
附
票
の
取

得
が
可
能
で
す
。

　
休
日
や
夜
間
も
利
用
可
能
で
手
数
料
が

50
円
お
得
で
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
の
際
は
、店
内
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機

で「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」ボ
タ
ン
を
押
し
、画
面

の
指
示
に
従
っ
て
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

住
基
カ
ー
ド
で
利
用
登
録
さ
れ
た
方
は

カ
ー
ド
有
効
期
限
ま
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が

可
能
で
す
。ま
た
、本
籍
地
が
南
砺
市
で

な
い
方
は
、コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
戸
籍
証
明

書
が
取
得
で
き
る
か
を
本
籍
地
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
と
っ
て
も
便
利
！
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を

は
じ
め
、様
々
な
サ
ー
ビ
ス
に
使
え
ま
す
。

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
が
必
要
な
場
面
で

証
明
書
類
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

・�

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

・�

自
己
の
情
報
を
確
認
で
き
る
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
やe-T

ax

な
ど
各
種
行
政
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
初
回
交
付
手
数
料
は
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
行
政
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お
渡
し

す
る
ほ
か
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ

イ
ト
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　市
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
係

　☎

2
0
0
8

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
認
証
機
能
を
使
っ

て
、妊
婦
や
乳
幼
児
の
健
診
・
教
室
、予
防

接
種
な
ど
の
子
育
て
に
役
立
つ
情
報
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
電
子
母
子
手
帳
や

お
薬
手
帳
機
能
を
備
え
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

申
込
特
典
と
し
て「baby�in�car

マ
グ
ネ
ッ

ト
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て
利
用
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

離
乳
食
に
関
す
る
動
画
を

公
開
し
ま
し
た
！

***************

　「
10
倍
が
ゆ
」の

作
り
方
や
保
存
方
法
・

食
べ
さ
せ
方
の
動
画
を
作
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
南
砺
市
の
子
育
て
に
役
立
つ
情
報

満
載
！

　
子
育
て
支
援
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
in
な
ん
と
」で

チ
ェッ
ク
！

 

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
in
な
ん
と

 

で 

検
索

○�

携
帯
ア
プ
リ「
南
砺
す
こ
や
か
ア
プ
リ
」

も
あ
り
ま
す
　
※
利
用
無
料

�

for Android

for ios

　　
　
　
　
　
　�

問
い
合
わ
せ

　
福
光
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎

1
7
6
7

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

情
報
連
携
が
ス
タ
ー
ト

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

コ
ン
ビ
ニ
交
付

『
な
ん
と
す
こ
や
か
タ
ウ
ン
』

利
用
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
だ
よ
り

○○○
住民票

課税証明

今まで必要だった
添付書類が…

情報連携により
省略できます

みらいちゃん
オリジナルマグネット
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軽
自
動
車
等
に
係
る

変
更
手
続
き
に
つ
い
て

�
（
お
願
い
）

　
譲
渡
、売
却
、盗
難
、事
故
な
ど
で
現
在

車
両
を
所
有
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、廃
車
・

名
義
変
更
の
手
続
き
を
さ
れ
ず
に
4
月
1

日
の
賦
課
期
日
を
過
ぎ
る
と
課
税
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。他
市
町
村
へ
住
所
変
更
さ
れ

た
場
合
や
車
の
所
有
者
が
死
亡
さ
れ
た
場

合
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。名
義
な
ど
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
15
日
以
内
、廃
車
の
際

に
は
30
日
以
内
に
各
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
原
動
機
付
自
転
車（
1
2
5㏄
以
下
）

●
農
耕
用
小
型
特
殊
自
動
車

●
そ
の
他
小
型
特
殊
自
動
車

各
行
政
セ
ン
タ
ー

　（�

市
外
在
住
者
の
住
所
変
更
は
、現
住
所
の
市

町
村
役
場
も
可
）

●
軽
二
輪（
1
2
5㏄
を
超
え
2
5
0㏄
以
下
）

●
二
輪
の
小
型
自
動
車

　
　（
2
5
0㏄
を
超
え
る
も
の
）

　
　（
側
車
付
二
輪
含
む
）

現
住
所
所
轄
の
運
輸
支
局

（
県
内
は
北
陸
信
越
運
輸
局
富
山
運
輸
支
局
）

　
富
山
市
新
庄
町
馬
場82

　TEL

：050-5540-2044

●
軽
三
輪
、軽
四
輪

現
住
所
所
轄
の
軽
自
動
車
検
査
協
会

　（
県
内
は
軽
自
動
車
検
査
協
会
富
山
事
務
所
）

　
富
山
市
藤
木521-1

　TEL

：050-3816-1852

家
屋
取
壊
し
、未
登
記
家

屋
取
引
時
に
は
届
出
を
！

　
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
1
月
1
日
現
在

の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
適
正
な
課
税
の
た
め
、次
に
該
当
す
る
方

は
、届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
建
物
を
取
壊
し
た
と
き

　
建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で
家
屋
を
取

壊
し
た
方
は「
家
屋
取
壊
し
届
」を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
さ
れ
な
い
場
合
、取
壊
し
た
建
物
に

引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
未
登
記
家
屋
を
取
引
し
た
と
き

　
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
売
買
、相
続

な
ど
で
取
得
さ
れ
た
場
合
や
所
有
者
が
変

わ
っ
た
際
に
は「
未
登
記
家
屋
異
動
届
出

書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
さ
れ
な
い
場
合
、旧
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

◇
提
出
先
　
税
務
課
、各
行
政
セ
ン
タ
ー

※�

届
出
書
は
窓
口
備
え
付
け
の
も
の
か
、市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
用
償
却
資
産
の

�

申
告
は
忘
れ
ず
に
！

　
法
人
や
事
業
主
の
方
は
、1
月
1
日
現
在

で
事
業
に
供
し
て
い
る
資
産
に
つ
い
て「
償

却
資
産
申
告
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
10
　kw
以
上
の
売
電
用
太
陽
光
発
電
設
備

の
所
有
者
も
対
象
に
な
り
ま
す
。）

▽
平
成
29
年
度
に
申
告
さ
れ
た
事
業
所

　
市
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告
書
に
、平
成
29

年
1
月
2
日
か
ら
平
成
30
年
1
月
1
日
ま
で

の
増
加
・
減
少
資
産
を
加
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　
増
減
の
な
い
場
合
も
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
新
た
に
申
告
さ
れ
る
事
業
所

　
税
務
課
に
必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限

　
平
成
30
年
1
月
31
日（
水
）

　
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
る
と
4
月
発

送
の
納
税
通
知
書
に
反
映
さ
れ
な
い
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
先

　
税
務
課
、各
行
政
セ
ン
タ
ー

※�

申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

平
成

 29
年
度 

小
・
中
学
生
の

�

税
に
つ
い
て
の
優
秀
作
品

　
砺
波
税
務
署
・
南
砺
市
租
税
教
育
推
進

協
議
会
等
共
催

◇
小
学
生
習
字
の
部

　
金�

賞
　
湯
浅�

咲
渚（
福
光
中
部
小
5
年
）

　
　
　

◇
小
学
生
ポ
ス
タ
ー
の
部

　
金�

賞
　
山
田�

妃
織（
城
端
小
5
年
）

　
　
　

◇
小
学
生
標
語
の
部

　
金�

賞
　
畑
﨑�

陽
向（
福
野
小
6
年
）

　「
税
を
知
ろ
う
　
ぼ
く
ら
も
つ
く
る

�

明
る
い
未
来
」

◇
中
学
生
ポ
ス
タ
ー
の
部

　
金�

賞
　
野
嶋�

加
奈（
福
光
中
2
年
）

　
　
　

◇
中
学
生
作
文
の
部

　
富
山
県
知
事
賞
　
石
川�

絢
菜（
井
波
中
1
年
）

　「
一
円
だ
っ
て
尊
い
税
」

問
い
合
わ
せ

　税
務
課
　☎

2
0
0
5

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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「神在月に思う」
　先日神

かみ
在
あり
月
づき
の出雲周辺に出張した。旧暦10月は、全国から八

やおよろず
百万の神々が

出雲の国に集まる月。他の土地では神様が留守になるので神無月というが、
出雲では神在月と呼ばれる。
　出雲縁結び空港に降り立ち雲南市へ。雲南市では小規模多機能自治の先
進地を見せていただいた。そして、世界遺産石見銀山のまち大田市での「世界
遺産サミット」に参加。全国21箇所の世界遺産に関する皆さんが集い「保全」と
「活用」について話し合った。その土地その土地に素晴らしい自然や歴史、文
化がある。集った皆さんは全員がそのことを知り、日々の生活の中で地域のた

めに活動しておられる。しかしながら特に「活用」の面ではどうしても観光客の入り込み数の話題にばかりなりがちだ
が、今回は分科会などで「まずはそこに住む住民が世界遺産の価値を知り、誇りに思うことこそが大事」「もっともっと
大切なことがあり、それを未来に繋ぐ責任がある」との発言が目立った。その手段として観光は大変重要だが、まずは
足元から考えることが大切だ。
　南砺市にも五箇山の世界遺産合掌集落とユネスコ無形文化遺産の城端曳山祭がある。また、それぞれの地域に先
人たちが繋いでくれた大切な宝物が沢山ある。地域の枠をこえて市民の皆さんと「保存」「活用」と「見る」「知る」「学
ぶ」を一緒に考えていきたい。

市長の

　私は、四季の中で秋が一番好きです。
夏の暑さを貫く涼しい風、そして冬を迎え
る紅葉と落ち葉は素敵ですね。
　アメリカには、秋の楽しい体験がたくさ
んあります。私は毎年りんご園でりんごを
採ったり、とうもろこし畑の迷路をさまよっ
たり、友達とハロウィンパーティーを楽し
んだりしていました。日本にも似たような
ものがありますが、ちょっと違うからアメリ
カの秋がやっぱり恋しくなりました。
　でも、もちろん日本の秋もユニークな素晴らしさでいっぱいです。旬の食べ物が
特に好きです。さつまいも、柿、栗などをたくさん食べられて嬉しいです！それに、南
砺を囲む最高にきれいな山々が紅葉でさらに美しくなりました。皆さんがこの記事

を読んでいる頃には紅葉はもう消えているでしょう。その時のためにも今のうちにじっくり眺めておきます。
　次は私の苦手な冬がやってきます。その準備をしなければいけません。心の準備も...ね。

Ⅶ私の　
南砺市
滞在記●

南砺市国際交流員
ケイト・エラーホースト

Katherine　Ellerhorst

● 作り方 

①  水菜は2～3㎝の長
さに切り、玉ねぎは
薄くスライス、青じ
そは細切り、ちくわ
は輪切りにする。

②  しいたけとうす揚げ
を焼き色がつくまで
焼き、細切りにする。

③  ①②を混ぜ合わせ
てAの調味料で和
える。

　調理した日から2～3日たつと味がなじむので作り置きに最適
です。季節の野菜を使うと美味しいです。

食育コメント
　健康を維持するため、栄養バランスがとれた食事に野菜は欠かせませ
ん。特に旬の野菜はビタミン類や葉酸、カルシウムなどが豊富です。富山
の冬の旬野菜、大根やブロッコリー、春菊やカブなどを献立に取り入れま
しょう。料理1皿（小鉢1皿分）に使われる野菜の目安は70gです。1日5
皿、野菜やきのこ、海藻類を含む料理を食べましょう！

食生活改善推進協議会　上平支部　下崎 由美子さん

水菜サラダ

● 材  料（4人分） 
水菜��������1束
しいたけ ������6枚
うす揚げ ������2枚
玉ねぎ ����� 1/2個
青じそ �������6枚
ちくわ �������3本

A 調味料
　日本酒 ���� 大さじ1
　しょうゆ ��� 小さじ2
　サラダ油 �� 大さじ 1
　とうがらし ��� 少々
　大根おろし ��10cm分

【1人分あたりの栄養価】
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量
140kcal 7.3g 7.0g 13.0g 0.9g

食卓に野菜を
もう1品
食育リーダー
　 からのレシピ紹介

白黒だと分かり
づらいけど素敵な紅葉に感動

～ 私の秋 ～
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工
芸
の
未
来
と
可
能
性
を
創
出
し
北
陸

か
ら
新
し
い
工
芸
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
発
信
す

る
「
国
際
北
陸
工
芸
サ
ミ
ッ
ト
」
と
の
連
携

事
業
と
し
て
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
プ
ラ
ザ
桜
ク

リ
エ
で
開
催
さ
れ
た
多
彩
南
砺
ウ
ィ
ー
ク

2
0
1
7
は
、
市
内
で
身
近
な
地
域
資
源
を

生
か
し
て
起
業
を
目
指
す
「
な
ん
と
女
性
起

業
塾
」
の
受
講
生
に
よ
る
事
業
発
表
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。
南
砺
が
誇
る
多
彩
な
伝
統
産

業
や
多
様
な
職
・
食
に
ア
ニ
メ
や
デ
ザ
イ
ン

の
魅
力
を
付
加
す
る
可
能
性
を
探
る
セ
ミ

ナ
ー
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
さ
ら

に
、
井
波
彫
刻
や
城
端
絹
、
五
箇
山
和
紙
な

ど
南
砺
が
誇
る
伝
統
工
芸
の
技
術
に
楽
し
く

触
れ
ら
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
行
わ

れ
、
創
造
力
や
知
的
好
奇
心
が
心
地
よ
く
刺

激
さ
れ
る
充
実
し
た
1
週
間
と
な
り
、
大
勢

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
め
で
た
く
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
お
二
方
に
市
や
県
か
ら
の
祝
い
状
、
聖
徳
太
子
二

歳
像
な
ど
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
井
口
中
学
校
と
い
の
く
ち
椿
館
で

南
砺
市
I
C
T
活
用
遠
隔
協
働
学

習
実
証
研
究
事
業
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
や
近
隣

自
治
体
の
教
職
員
ら
約
1
0
0
人
が
参
加
。
井
口
中
学
校
で

の
公
開
授
業
は
、
平
中
学
校
と
複
数
の
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
て

英
語
で
自
己
紹
介
を
し
合
う
か
た
ち
で
進
行
。
映
像
や
音
声

の
状
態
も
良
く
、
距
離
感
を
感
じ
さ
せ
な
い
ス
ム
ー
ズ
な
授

業
を
大
勢
の
参
加
者
が
興
味
深
く
見
守
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
い
の
く
ち
椿
館
で
行
わ
れ
た
全
体
会
で
は
、
南
砺

市
の
遠
隔
協
働
学
習
実
施
経
緯
や
成
果
の
発
表
に
続
い
て
、

富
山
大
学
の
山
西
潤
一
名
誉
教
授
が
講
演
。
I
C
T
環
境
が

教
育
の
基
本
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
た
現
在
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
目
指
す

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
に
立
っ
た
I
C
T
の
活

用
を
日
常
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

？？？

！

文
化
、技
、食
な
ど

�
多
彩
な
南
砺
に
触
れ
る
1
週
間�

�

11
月
10
日
㈮
〜
19
日
㈰

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

僕
た
ち
私
た
ち
は
遠
く
離
れ
た
同
級
生

○野原ヒロエさん
	（井波、大正6年10月23日生まれ）

○本多をささん
�（福光、大正6年10月31日生まれ）

11
月
10
日
㈮
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